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ゆめいヤ

YllEITAプロジェエクー「人づくり、山づくり」

次世代を担う子ども達に「木」を大切に、そして身近に使うことが強い山づくりに繋が

ること。森林生態系保全に繋がることを伝えたく、間伐体験や間伐材を活用した学習

机の天板 (Yl.llEIT A)を用いて環境教育を行っています。

郡上市は、森林面積が90%ととても資源の多い地域です。荒廃する山を見て森林保全が
出来る仕組みが必要だと感じました。森林保全は子供の頃から行うことが持続的な活動

に繋がると考え、間伐材を使うことを中心に森林環境教育プ0ゲうムを実施しています。

［知 る】自分違が住んでいる身近な「山の働き」と「山の仕事」を学習します。

【使 う】間伐材を使うことで森林保全に繋がることを意識させます。

［続ける】間伐材を永続的に使い続けることが出来ます。

［産】地元林業者である（有）大原林産が間伐体験を指導します

［官】郡上市農林水産部林務課が、山の現状や山の働き等を子ども連に伝えます

［学】小学校の児童連が自ら加工したYIJIEITAを6年間使用します
［民】 NPOでは、 YllEITA作りを指導します。

I—個あたり 0.0061ボ H28 N=70個 H29 N=90個、 H30N=60個 V=l.34ポ

IH28: 2校にて実施 拉9: 5校にて実施 H30: 2校実施、 2校実施予定

子ども達の感想文の中から、「木」を使うことの大切さが少しだけど伝わった事が伺えます。ま

取組による効果等 I
た、間伐体験では、身近にはあるが遠い存在の山を五感で感じている様子が伝わってきます。こ

のような活動を長く続けることで、将来子ども達が大人になった時に大きな力になるのではと期

製品等の写真、図表

掲載する写真や

図表はこのスペース

に収めて下さい。

このほかに図表や

写真がある場合は、

添付別途願います。

待出来ます。

間伐体験の様子 YUMEITA作りの様子
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